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本研究 の 目 的は , 臨床実践 にお ける看護技術 の 内容を明らか にす る こ とで ある｡ 研究協力に同意の得 られ た 熟練者護師20
名を対象 に面接調査を行 い , 得 られ た デ ー タ の 質的帰納的分析 に より以下 の 結論を得 た ｡ 1)看護行為実施前 の アセ ス メ ン
トは
, 【観察をと お して 看護行為 の 必要性を ア セ ス メ ン トす る】【今 は看護行為 に専念 できる状況か どうかア セ ス メ ン トす る】
な ど4 つ に ま と め ら れ た ｡ 2) 看護行為 の実施方法 に関する計画 お よ び 実施は , 【患者を尊重する】【安全安楽 に実施する】
【効果的効率的 に実施す る】【患者 の も つ 力を最大限に生 か して 実施す る】【看護の 展開を意識 して 実施す る】 な ど13 にまと
め ら れ た ｡ 3) 実施 し た看護行為 の 評価 は, 【主目的お よ び 二 次的な 目的 の 達成を多面的に評価する】【評価 の 結果か ら次の
改善点を考察す る】 の 2 つ にま と め ら れ た o 4) 臨床実践に お ける看護技術 は . 原理 原則 に忠実でありなが らも. ｢ その 患
者｣ にあわ せ て , また , 実践現場 と の 調和を図りな が ら展開され る と考え られ た｡ さ ら に , 臨床 実践 で は , l つ の 看護技術
が
,
患者 に今後必要とな る看護 の 展開の た め に活用され て 展開 され る と考え られ た ｡ そ して, 臨床実践 に お け る看護技術で
は, 主 目的の 達成度と共に , 看護行為の実施 に よ っ て発 生する と予測され た 問題を防ぐこ と が で きた か どうか 絵合的 に評価
され る と考えら れ た ｡ また , 臨床看護師 は振り返りを通 して 看護技術展開の た め の 知識を得 て い る と考え られ た ｡
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I . は じめに
臨床実践 にお ける優れ た看護技術 は, 患者 に安全 ･
安楽をもたら し
,
患者の 健康回復 ･ 維持に大きく寄与す
る｡ そ の ため , 臨床実践にお ける看護技術の重要性は以
前から認識され , 技術向上 に向けた様々 な取り組みが ,
看護基礎教育及び看護継続教育にお い て行われてきて い
る ｡ 近年 で は, 看護学教育の 在り方に関する検討会が開
催され , 臨床実践にお い て優れた看護技術を展開で きる
ため に看護基礎教育課程にお い て 学習する必要の ある看
護技術項目
1) が明確 にされた ｡
看護基礎教育課程にお ける看護技術教育 は, 原理 ･
原則と して の 看護基本技術の習得とそ の 看護基本技術を
対象にあわせ て応用するため の 能力の 育成をめざして い
る｡ そ して それに続く看護継続教育で は, 看護基礎教育
課程で学んだ技術を臨床現場で応用し看護を実践する こ
とが求められる｡ しか し, 看護基礎教育課程で学んだ看
護技術を臨床で応用する ことに つ い て は, 多くの 新人看
護師が 困難を抱えて い る こ とが報告され て い る 2 ) 3 )｡
新人看護師が看護基礎教育課程 で学ん だ看護技術 を
臨床実践で応用で き, 対象者にあう看護を展開で きるよ
うになるため には, 臨床実践における看護技術とは どの
ようなもの なの かが 明らか になる必要がある ｡ 臨床実践
における優れた看護技術に関連する研究には , 5年以上
の 臨床経験をも つ 病院就業の 看護師が卓越 して い ると判
断する看護を明らかに した研究4), 精神科看護の 熱締者
と新人との 臨床能力を比較した研究 5) 6)
, 精神科看護者
の 臨床判断の 構造と特徴を明らか に した研究7 )な どが
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ある ｡ しか し, 臨床看護領域を広く網羅し, 臨床実践に
お い て 展開され る看護技術の 内容を明らかに した研究は
見あた らな い ｡
そ こ で 本研究は , 臨床実践 にお い て優 れた看護技術
を実施して い る可能性の 高 い熟練者護師を対象に , 熟練
看護師が実施する看護技術の 分析を通 して , 臨床実践 に
お い て展開される看護技術の 内容を明らかにする ｡ 臨床
実践における看護技術の 内容が明らか になる ことは , 看
護基礎教育課程で 学ん だ看護技術を臨床で応用する こと
に困難を抱えて い る新入者護師の看護実践能力の 向上 に
大 い に寄与すると い える｡ また, こ の こ とは , 看護基礎
教育にお い て も, 看護基本技術の応用力育成の ため の新
た な視点をもた らすと い える｡
Ⅱ. 研究目的
熟練看護師が 臨床実践にお い て看護技術 を どの よう
に実施して い るかを分析 し, 臨床実践における看護技術
の 内容を明らかにする ｡
Ⅲ . 用語の操作的定義
1 . 看護師
病院に就業 し, 看護を展開して い る保健師, 助産師,
看護師｡
2. 患者
看護師が看護を提供する対象者で , 患者, 患児, 妊産
棉, 及びそ の家族｡
3 . 看護技術
看護の 目的を達成するため に, 看護師から患者に対し
て 行われる 一 連の 行動｡
4. 熟練看護師
所属部署の 看護師長が , 多様な看護場面に遭遇 しケ ア
を行 っ た経験の ある看護師で , 患者 の 個別性にあ っ た看
護技術を実施 し, 実施 した看護 に対 して患者か ら高 い 満
足が得られ て い ると判断した看護師｡
5 . 看護行為
患者 へ の 直接的な働きか け｡
Ⅳ . 研究方法
1. 研究対象
研究対象は熟練看護師20名 で あり, そ の 選出方法は
以下 の とおりで ある ｡ ①看護師長に, 少なくとも1年以
上 当該部署に勤務する看護師の 中で熟練者護師で あると
判断する看護師を1名選出 して もらう ｡ ②看護師長に,
選出した看護師に対して 研究対象候補者と して推薦する
こと の 諾否を確認して もらう｡ ③研究対象候補者と して
推薦するこ と へ の承諾が得られた者に対して , 研究者が
改め て研究協力を依頼し, 同意を得る ｡
2. 研究場所および研究期間
研究場所は首都圏にある大学病院で , 研究期間は平成
13年8月 - 9月である｡
3 . 調査項目
調査項目 は, 看護技術における, ①場面の状況, ②患
者の 背景, ③看護行為実施前の ア セ ス メ ン ト, ④看護行
為の 実施方法に関する計画お よび実施 , ⑤実施した看護
行為の 評価, ⑥ こ の場面を選んだ理由, である｡ 看護技
術 は, 日常生活援助技術 と して ｢清拭｣, 診療介助処置
技術と して ｢気管内吸引｣, 救命救急技術 と して ｢急変
時対応｣, 情報収集技術と して ｢入院時看護歴聴取｣, の
4技術を設定 した ｡
4. デ ー タ収集方法
デ ー タ収集方法は, まず , 対象者に, 4 つ の 看護技術
のうちから , 自分が話 した い看護技術を1 つ な い し2 つ
選ん で もらう｡ 次に, 選択 した看護技術を十分に想起で
きるよう, 対象者に予め調査項目を記 した質問紙を手渡
して 記入を依頼 し, そ して , 記載された質問紙をもとに
面接を行 っ た ｡ 面接 で は , 記載された内容がより詳細に
な るように質問を行 っ た ｡ 面接は対象者の 許可を得て
テ ー プ録音 し, 後 日逐語録に起こ して分析資料と した ｡
5. 分析方法
分析は , まず, 看護技術ごとに面接逐語録を集め , 看
護行為実施前の アセ ス メ ン ト, 看護行為の 実施方法に関
する計画およ び実施, 実施 した看護行為の評価 , に関す
る部分を抜き出し, そ れぞれ にお い て 意味内容の 同じも
の を集めて 命名する ｡ そ して , 看護技術別分析の 結果を
あわせ て , 看護行為実施前の アセ ス メ ン ト, 看護行為の
実施方法に関する計画およ び実B5, 実施 した看護行為の
評価, の そ れぞれにお い て 意味内容の 同じものを集めて
命名する ｡
6 . 倫理的配慮
部署か ら対象候補者を選出する看護師長に対 して , そ
の対象候補者に研究協力 - の 強制力が働く こと の な い
よう, 言葉遣 い や態度に注意して 研究協力の 意思を確認
するよう依頼 した ｡ そ して , 研究者自らが , 対象候補者
に対して , 研究目的 ･ 方法, 自由意思による研究参加の
保証, プライ バ シ ー の 厳守, 匿名性の確保等を説明し ,
研究協力に対 して 同意を得た｡
面接はプライ バ シ ー の 確保 で きる個室 で , 対象者の希
望する日時に行 っ た ｡ 面接に際して対象者には, 患者を
特定できる情報は含めずに話をするよう依頼し, 研究 の
実施から成果発表まで の全 て の 過程にお い て , 対象者自
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身の 匿名性 を厳守すると同時に , 対象者によ っ て語られ
た患者の 匿名性の確保に努めた ｡
Ⅴ . 結 果
1 . 対象者の概要
対象者20名は全員女性で , 平均年齢37.4歳 , 平均臨床
経験年数は14.8年 で あ っ た｡ 対象者は, 当該大学病院の
入院病棟のうち, 精神科病棟を除くす べ て の 部署か ら選
出された ｡ 対象者の 職種は, 看護師19名, 助産師1名で
あ っ た ｡ 対象者が述 べ た看護技術の 内訳は, 清拭10, 気
管内吸引9 , 急変時対応8, 入院時看護歴聴取10, で
あ っ た ｡
2 . 看護行為実施前のアセスメン ト
看護行為実施前の ア セ ス メ ン トは 4 つ にまと め られ
た｡ 看護行為実施前の ア セ ス メ ン トを表1 に示す｡
【観察をとお して 看護行為の必要性をアセ ス メ ン トす
る】 は, 患者 の 症状や徴候, 患者 の希望な どを直接見た
り聞 い たりする ことをとお し て看護行為を行う必要性を
判断すると い う内容 であ っ た ｡ 【看護行為の 必要性を予
測し観察する】 は , 患者 の病態や治療経過ある い は患者
の 示す行動などか ら, 患者 の状態の変化や看護行為の 必
要性を予測 し, その 予測をもとに観察して , 必要性を判
断すると い う内容で あ っ た ｡ 【看護行為を今行う ことが
患者にと っ て可能/ 効果的か どうか ア セ ス メ ン トする】
は
, 看護行為の必要性をとらえて い て も, そ れを今行う
ことが , 患者にと っ て可能か どうか , 効果的か どうかを ,
患者の状態や病態, 患者 の ス ケ ジ ュ ー ル な どに照らして
判断すると いう内容で あ っ た｡ 【今は看護行為に専念で
きる状況か どうか ア セ ス メ ン トする】 は , 看護行為の 必
要性 をと らえて い て も, それ を今行うことが , 病棟の 状
況にお い て可能か どうか を判断すると い う内容で あ っ
た ｡
3 . 看護行為の実施方法に関する計画および実施
看護行為の 実施方法に関する計画および実施は13 にま
とめられた ｡ 看護行為の実施方法に関する計画および実
施を表2 に示す｡
【患者を尊重する】 は, 患者 の 人間性を最大限に尊重
して か か わ ると い う内容 で あ っ た｡ 【家族 へ 配慮する】
は, 家族 の 負担や不安を軽減 し, 患者に行われる看護行
為の 意味が 理解で きるよう支援すると い う内容であ っ
た｡ 【安全安楽に行うため の 準備をする】 は , 行おうと
する看護行為がそ の 患者に どの ような危険や苦痛を生じ
させ るか, 患者の 病態や場の状況および利用できる資源
の なか で, どの ようにすれ ば安全安楽に看護行為を行う
表1 看護行為実施前の ア セ ス メ ン ト
看護技術
看護行為
実施前の アセスメント
清 拭 気管 内吸引 急 変時対応
入院時看護歴聴取
1) 観察 をと おして 看護行 ○患者の 症状 や 汚染状況か ら清 ○ 疲 貯留時の 一 般的 . 患者 ○ 意識 レベ ル や呼吸状 態な
為の 必要性 をア セ ス メ ン 拭 の 必要性を判断す る 特 有の 症状や 患者の 吸引 どの変化 から患者 の状 態
卜する 希望 の サイ ンから吸引が
必 要で あると判断する
が急変 して い る こ とを判
断す る
○ モ ニ タ ー が示す異常 から
患者の 状態が急変 して い
る こと を判断す る
2) 看護行為 の 必要性 を予 ○ 患者 の病態 と前 回の吸 引 ○ 患 者 の 治療 経 過
,
重 症
測 しながら観察す る か らの経 過時間から吸引
が必要 で はない かと予測
す る
皮, 患者の 行動, 医 師の
体制から患者の 急変 の 可
能性を予測す る
○ 何かおかし い と い う気 づ
きから患者の 急変の 可 能
性 を予測する
3) 看護行為 を今 行うこ と ○患 者の 重症度 を把捉 し, 清拭 ○ 貯留 して い る疾の 量 , 位 ○ 意識 レ ベ ル , バ イ タ ルサ
が患 者に と つ て可 能/ 効 でき る か どうか判断する 置, 柔らかさから効果的 イ ン . 痔 痛 , AD Lな ど
果 的か どうか ア セ ス メ ン ○清拭 の ため に訪重 して も, 清 な吸引が今可能で あるか から
, 聴取 を行 える状態
卜す る 拭 よ り優 先す べ き ケ ア がをい
かを確認す る
○患者 の日 々 の ス ケ ジュ ー ル か
ら 身体 的負担 を把握 し, 清拭
で き るか どう か判 断す る
○患 者の 精 神 的負担 を把捉 し,
清拭で き るか どう か判 断す る
○患者 の性格 を理解 し, 清拭 で
き るか どうか判断す る
どうか 判断す る か どうか を考 える
4) 今は看 護行為に専念 で
き る状 況か どうか ア セ ス
メ ン 卜す る
○病棟の 忙 しさと協力体制を把
撞 し, 清拭 で きる か どうか判
断する.
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表2 看護行為の実施方法に関する計画と実施
看護技術
看護行為の
実施方法に関する計画と実施
清 拭 気管 内吸引 急変時対応 入院時看護歴聴取
1) 患者を尊重 する ○患者の 希望 を確認 し清壬式の 方 ○反 応 の 有 無 に か か わ ら ○患 者本人か ら聴取す る こ
法を検討す る ず, 声をかけて 行う とを重視し. そ の ため の
○ プラ イバ シ ー を保護す る ○ 吸引 後 は ね ぎら い の 言
葉をかけ る
関係づ くり . 環境 づ くり
を行う
○患者の プライ バ シ ー 保護
に 配慮す る
○患者の 必要と して い る情
報および 援助 を優先 する
2) 家 族へ 配慮する ○家族 の疲労 に 配慮 し実施 する ○家族の 不安 を軽 減する ○家族の 不安 を軽減す る ○家族の 不安や 協力 を考え
○退院後 の家族 の 介護負担 を考 ○家族 に吸引 の 目的を説明 ○看取 る家族の 気持 ちを大 て 家族 に対応す る
えて 関わ る して 実施す る 切 に関わ る
○家族が状況 を適切 に理解
で き る よう支援す る
3) 安全安楽に行う ため の ○安全安 楽に清拭 する ため に 十 ○患者 の急変 に備 えて 人員 ○苦痛や病状 へ の配慮 お よ
準備をする 分 な物 品の準 備を行う を確保 し活用す る び不安の 軽減 を聴取 の前
○患者 に 寒さを感じさせ な い よ
う に環境 を整える
○清拭 に専 念で きる ように 業務
の調整 を行う
○患 者の 病態や 体力な どを考慮
し, 清拭時に 生 じる可能性 の
ある 問題と対応策を考 える
○吸引 に よ つ て患 者に 生じ
る侵襲 や吸 引に あた つ て
の患者特 有の留 意点/ 刺
限を意識 する
○今 回の呼 吸状 態悪化の 原
因を考え, 吸引方法を考
える
○患者 の状 態が悪くなら な
い よ うに 吸引前に 患者の
病態 に あ つ た 方法で 十分
に酸 素を投 与す る
に 行う
4) 安全安楽 に実施 する ○患 者の 病態 . 体力 . 心理状態 ○患者 の状 態が悪化 しない ○ 言 葉や 態度 に よ り患 者 ○患者の 発達段 階, 身体的
な どを考慮 し, 負担が少 ない よ うに , モ ニ タ
ー を見 な の不安軽 減をは かる 精神的状態 を考慮し, 負
よう に清拭す る がら. 適切な タイ ミ ン グ 担を最低 限とする 方法で
○爽快感が得られ る よう に清拭 で 短時間 に行う 行う
す る ○気道粘膜を損傷 したり苦
痛を与 えた りしない よう
に 吸引チ ュ ー ブ を操作す
る
○患者の 病態上起 こ りや す
い 二 次 的障害が起 こ らな
い よう に慎重 に行 う
○吸引後 は意識 して 呼吸を
調整す る よ う促 す
○吸引後 は患 者が落ち着く
ま で しばらく観察す る
○聴取 に かける 時間. 一 度
に きける 量 . 内容 , 話し
やす い 雰囲気を考慮 して
行 う○
○不安 や 不快に 感じて い る
ことを聴取の 重点とす る
○ 安心感を与え る よう に行
つ
5) 効果的効 率的に 行うた ○清拭を行う際に 制約と なる ラ ○効率 よく吸引がで き る よ ○患者 の傍 らに い る ○診療録, 入院調査票 よ り
め の準備 をする イ ン 類 や 行 わ れ て い る処 置, うに物 品を全部準備 して ○サ ポ
ー トを求 め る 既知情報を増や して か ら
患者の 衣服 などの情報 を確認 行 う ○状況 をみ て やる ベ き こと 行う
す る ○疾 の 貯留場所や粘調度 に を明確 に して 優先して 実 ○入院時 の患者 の外観
. 表
あわせ て 吸引チ ュ ー ブ や 施す る 情 . 精 神 状 態
. 家 族 間
吸引庄を調整す る ○状況 をみ て 適切に メ ンバ 係 , 病室 - の適応状 態か
○効果的 に吸引す る ため に 一 に 指示をだす ら, 緊張 , 不安 お よび 必
最初 に加湿 し疾 を柔 らか ○ 一 連の 看護が うまく い く 要 と なる対応 を判断する
くす る よ うに 分担と連携を図 る ○患者 の 身体 的
. 精神的状
○疾の 位置 を確認す る ○ 速やかに 処置が 行 える よ 管 を判 断して 効率的な聴
○効率 よく吸引で き る よう う状 況整備を行う 取方 法を考える
に状態の 変化 に留意 しな ○徹 底して 観察を行 い 患者 ○病棟 の勤務体 制, 受け持.
がら疾を上気道 に導く の 変化を見逃さ ない ち患者 数,.他 業務 の 量 .
勤務帯 , メ ン バ ー の 力量
と の 関係 から, 聴 取に か
けられる 時間や場 所を考
える o
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6) 効果 的効 率的に 実施す ○制限の あ る 中で で きるだ ○既知情報 の不足部分や 詳
る~ け効果的効 率的な方法で
吸引す る
○生理学的特徴 や 解剖学 的
特徴 を考慮 して 吸引する
細 に知 りたい 部分 を重点.
的に聴取す る
7) 実施 の 効果と負担を確
かめ る
○痛が吸 い き れたか どうう
カミを判断 し, 患 者の状態
や病態 に応 じて 再吸引の
必要性 を判 断する
8) 時期を逃がさずためら ○意 向に 添い つ つ も , 清拭の 夕 ○ 緊急 事態と判断 しため ら
わず実施す る イ ミ ン グ をは かる わ ず行動す る
9) 自分自身を コ ン トロ ー
ル する
○自分自身の 焦 りを コ ン ト
ロ ー ル す る
10) 患者の 持 つ 力を最大 限
に い か して 実施す
○患者 の 持つ 力を最大限 に い か
して 清拭する
ll) 患者と歩調 をあ わせ て
実施す る
○患者 の呼 吸と歩調をあわ
せ て行う
○患者と看護 師が 歩調をあ
わせ る こと がで きる よ う
に互 い の協 力内容を説明
す る
12) 観察や コ ミ ュ ニ ケ - シ
ヨ ンの 機会とす る
O清拭 を皮膚や 麻痔等の 観察の
機 会に する
○清拭 を コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの
機会 に する
13) 看護の 展 開を意識 して
実施す る
○ 入院生活 - の 適応 を判 断
の上
.
手術 や 退院に 向け
て の情 報提 供 . 援助 を行
つ
○先 々 の患者 の 状態 . 処 置
を予 測して 必要な情報 を
得 たり, 聴 取と同時に オ
リ エ ン テ - シ ョ ン を行 つ
たりする
こ とが で きるか を考え, そ の ため の準備 をすると い う内
容で あ っ た ｡ そ して 【安全安楽に実施する】 は , 苦痛を
最小限に し て 安全 に看護行為を実施すると い う内容 で
あ っ た ｡ 【効果的効率的に行うため の 準備】 は , 患者 の
病態や場の状況およ び利用できる資源の なかで , どの よ
うにすれば効率よく効果的に看護行為を行う ことが で き
るかを考え, そ の ため の 準備をすると い う内容 であ っ
た｡ そして 【効果的効率的に実施する】 は, 効率よく効
果的に看護行為を実施すると い う内容であ っ た ｡ 【実施
の効果と負を確かめる】 は, 看護行為の途中で効果と負
担を確認し行為の 継続 を検討すると いう内容で あ っ た｡
【時期 を逃が さずため らわず実施する】 は , 実施 できる,
あ る い は実施 しなければ ならな い 時期を逃が さず, た め
らわずに実施すると い う内容であ っ た｡ 【自分自身を コ
ン ト ロ ー ル する】 は , 実施主体で ある自分自身を コ ン
ト ロ ー ル し て 看護行為を実施すると いう内容で あ っ た ｡
【患者の も つ 力を最大限に い か して 実施する】 は , そ の
患者の持 っ て い る力を最大限 い か して 看護行為を行うと
い う内容 で あ っ た. 【患者と歩調を合わせ て 実施する】
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, そ の患者の リズ ム や ペ ー ス を把握し, 患者と息をあ
わせ て 看護行為 を実施すると いう内容であ っ た｡ 【観察
や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の機会とする】 は, 看護行為の 機
会を観察や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の機会にすると い う内容
であ っ た ｡ 【看護の展開を意識 して 実施する】 は, 患者
に先々必要となる看護を意識 して , 情報を得たり, そ の
一 部を行 っ たりすると いう内容で あ っ た ｡
4. 実施した看護行為の評価
実施した看護行為の評価は2 つ にまとめられた ｡ 実施
した看護行為の評価を表3 に示す｡
【主目的お よび 二 次的な目的の 達成を多面的に評価す
る】 は, 実施した看護行為が , 主目的を達成したか どう
か , ならび にそ の 患者の尊厳を維持 し安全安楽且 つ効果
的効率的な行為とな っ たか どうか, また , 実践現場 - の
影響が なか っ た どうかを, 患者や家族の言動や生理学的
デ ー タなどか ら多面的に評価すると い う内容で あ っ た ｡
【評価の結果か ら次の 改善点を考察する】 は, 看護行為を
振り返 っ て 評価 し, 改善点を考えると いう内容であ っ た ｡
表3 実施 した看護行為の 評価
看護技術
実 施した
看護行為の 評価
清 拭 気管内吸引 急変時対応 入院時看護歴聴取
1) 主目的お よび二 次的 な ○ 患 者 の 言 葉 だ けで なく , 秦 ○ 疾 貯 留 を示 す
一
般 的 . ○ 患 者 の 状繁 の 改 善 を も ○ 患 者 や 家 族 の 言 動, 忠
目的の 達成を多面的 に評 情 な ど多面 的 に 情報 を 集め 患 者特 有の 徽候 の 消 失, つ て 評価す る 者 の 緊 張 の 緩和 か ら 評
価する て評価 する 呼 吸 状 態 を示 す デ
ー タ･○ 家族 の 反応 から 対 応 を ･価 す る
○ 皮 膚 が清 潔 に な つ た か どう の 改 善, 吸 引 に よ つ て 評価 する ○ 他患 者 な ど周 囲 - の 影
かを評価 する 以前 に そ の 患 者 に 生 じ 響 が なか つ た か どう か
○ 清拭 に よ つ て 二 次 的 に 発生 た こ と の あ る 反 応 の 有 評価す る
する こ とが予 測 さ れ た問題 無, バ イ タ ル サ イ ン , ○ 看 護計 画 に 情 報 が反 映
が発 生 した か どう か を評価 患 者 の 苦痛/ 満足表 情, で き た か どう か評 価 す
する 家族 の 不 安 から 評価 す る
○ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンが は か る ○ 補 足 し な けれ ば な ら な
れたか どうかを評価す る ○疲 が と り き れ たか どう
かを評価す る
○ 吸 引 に よ る 患 者 の 状 襲
の 悪化 の 有無 を評 価 す
る
○ 患 者 の 苦 痛 / 満 足 度の
有無 を評価す る
○ 家 族 の 不 安 の 増 強 の 有
無 を評価す る
い よ う な情 報不 足 が な
か つ た か どう か 評価 す
る
○ 患 者 の 感 情 表 出 を受 け
止 め る こ と が で き た か
どう か評価 する
2) 評価の結 果から次の 改 t)評 価 から 次の 清拭 の 改善 点 ○ 対 応 を振 り返 り よ い 結
善点を考察する を考 える 果 が 得 ら れた / 得 られ
なか つ た 原因を考 える
○ 自 己 の 対 応 に 対 し て 更
なる改 善方法を考 える
Ⅵ . 考 察
本研究の結果より, 20名の 熟練看護師が臨床実践にお
い て実施 した看護技術が明らか にな っ た｡ こ の結果をも
と に, 臨床実践にお い て 展開され る看護技術 に つ い て .
以下 の 5点から考察する｡
l . 基盤となる看護基本技術
本研究の 結果, 臨床看護師は , 観察を通して 看護行為
の必要性を判断し, 患者の 尊厳を守り, 患者にと っ て 安
全安楽且 つ 効果的効率的とな るように看護行為の 実施方
法を計画して実施 し, そ して , 主目的が達せ られたか ど
うかを多面的に評価 して い た ｡ こ れ らは, 臨床実践にお
ける看護技術特有の 内容と い うよりも, 原理原則と して
の 看護基本技術の 内容と考えられ る ｡ つ まり こ の こ と
は
, 臨床実践 にお ける看護技術の基盤は , 看護基礎教育
課程にお い て 学修する看護基本技術8) である ことを示 し
て い ると い える｡ 看護師が臨床実践にお い て 看護技術を
展開できるため には, 症状や徴候が示す意味の 理解, 香
護基本技術の 基本的理解とそれを実施するため の基本的
テク ニ ッ ク や基本的態度の修得など, 原理原則と して の
看護基本技術が十分に学修され て い る必要があると い え
る｡
2 . 看護基本技術の ｢その患者｣ へ の適用
本研究にお い て , 臨床看護師は , その 患者特有の症状
やサイ ンを観察 しと らえる こと によ っ て看護行為の 必要
性を判断して い た｡ また, そ の 患者の病態やそ の 患者の
示す行動などから , 患者 の状態の 変化
9)
ぉ よび看護行為
の 必要性を予測し, 観察を通して 看護行為の 必要性を判
断して い た ｡ さ らに , 看護行為の必要性を判断したか ら
と い っ て すぐに行為を実施するの で はなく, そ の患者の
性格や日 々 の ス ケジ ュ ー ル な どに基づ い て , 看護行為 を
実施する時期の 適切性を判断 して い た o
看護行為の 計画 ･ 実施にお い ても, 臨床看護師は , そ
の患者にと っ て 尊厳を守る ことになる実施方法, そ の 患
者にと っ て 安全安楽となる実施方法, そ の患者にと っ て
効果的効率的となる実施方法を考え, 看護行為を計画 ･
実施し て い た｡ そして , 看護行為の 実施にあた っ て は ,
そ の患者の ペ ー ス や リズ ム , そ の 患者の もて る力を意識
し, それ らを い か しなが ら行為を行 っ て い た ｡ さ らに ,
看護行為の評価にお い て も, 患者特有の 反応をと らえる
こと によ っ て看護行為 を評価 して い た o
こ れ ら の こ とから , 臨床実践における看護技術は, 原
理原則に則 っ て行われ なが らも, そ れは , 働きか けを行
おうとする ｢その患者｣ にあわせ て展開され ると考えら
れ る｡ 即ち, 臨床実践 にお ける看護技術で は , ｢そ の患
者｣ に つ い て の 理解を基に, 看護行為の 必要性や実施時
期の適切性が判断され る｡ そ し て , ｢ その 患者｣ にその
看護行為を実施すること によ っ て どの ような問題が生 じ
るかが判断され , そ の 間題を防 い だり最小にしたりする
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ため の 実施方法が計画され る｡ 看護行為を実施するにあ
た っ て は , ｢ その患者｣ の もて る力を活用しなが ら, 計
画した方法を確実に実施し, 評価は , 実施した看護行為
が ｢そ の患者｣ にと っ て ど の よう で あ っ た か で判断する
と い える｡ こ の こ とか ら, 看護師が看護技術を患者にあ
わせ て 展開で きるた め には , 働きか けを行おう とする
｢その 患者｣ の病態や受けて い る治療, 心理状態や社会
的役割, 人間性/ 価値槻, 日常生活 , 患者の 持 つ 力な ど
を十分に理解する ことが何よりも重要であると い える｡
3. 臨床実践の場との調和
本研究の結果, 臨床看護師は , そ の 時の 病棟の体制や
業務量を把握すること によ っ て , 今 がそ の 看護行為に専
念で きる時期と して 適切か どうか判断 して い た ｡ また ,
看護行為の計画 ･ 実施にお い て は , 当該看護行為に専念
できるよう , 業務 の 調整お よび分担/ 連携を計画して い
た ｡ しか しそ の 一 方 で , 病棟 の体制や看護チ ー ム メ ン
バ ー の 力量と い っ た実践現場の状況にあわせ て 看護行為
の 実施方法を計画して い た ｡
こ れ ら の こ とか ら, 臨床実践における看護技術は, 臨
床実践の 場と調和を図りなが ら展開される と考えら れ
る｡ 臨床実践の場 では い く つ もの看護技術が併行して実
施され て い る ｡ 各 々 の看護技術がそれぞれ に成果をあげ
るためには , 全体と し て の調和を図る ことが重要と な っ
て くる ｡ 萱間 ら の 研究6) に お い て も, 熟練者護師は ,
新人看護師と比 べ ると , 人的物的環境や業務との 調整 ･
兼ね合 い を図 っ たケア行動を多くとる ことが明らか にさ
れ て い る｡ 看護師が看護技術を実践の場と の 調和を図り
なが ら展開で きるため には, チ ー ム ア プ ロ ー チ の視点を
養 い , 実践現場の状況を的確に把撞 し, そ れを活用でき
る ことが重要であると考える｡
4. 新たな看護技術展開のための活用
本研究の結果 , 臨床看護師は, 清拭を , 観察や コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン の機会に したり, 入 院時看護歴聴取を, 患
者の 適応状況を判断した上 で , 今後 の治療等に関する情
報収集や援助の 機会に したり し て い た ｡ こ の こ とか ら,
臨床実践にお ける看護技術は , 各 々 の技術が単独で存在
するの で はなく, 1 つ の 看護技術が , 新たな看護技術の
必要性を見 い だ したりそれ を臨機応変に実施したりする
ために活用され て展開されると い える｡ 看護師が新たな
看護技術の 展開を意識 して 当該看護技術を展開で きるた
めには , そ の 患者に今後必要とな る看護を見通すこ とを
含め , 看護の 継続性を強く意識することが重要であると
い える ｡
5 . 総合的評価と知識の獲得
本研究の 結果, 臨床看護師は , 主目的が達成され たか
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どうかだけで はなく, 看護行為を実施する中で患者に引
き起 こ され ると考えられ た問題を防ぐことができたか ど
うか , あ る い は, 看護行為を実施する中で 実践現場に引
き起 こされ ると考えられ た問題を防ぐことが で きたか ど
うかを多面的なデ ー タを用 い て 評価 して い た ｡ 即ち, 臨
床実践 にお ける看護技術は , 主目的の 達成度の みなら
ず, そ の 看護行為の 実施によ っ て 発生する ことが予測さ
れた様々 な問題を防ぐこ とが で きたか どうかが総合的に
評価され ると い える｡
また , 本研究の対象者は , 自分が行 っ た看護技術の 展
開過程を振り返り, 次にそ の 看護技術を提供するときの
改善点を考えて い た｡ こ れ は , 臨床看護師が , 評価内容
と実施 した看護技術の展開過程と関連づけて 看護技術展
開に関する知識を獲得 しようと して い る こ とを示して い
ると い える｡ こ の ような知識の獲得が患者の 個別性や実
践現場の状況を見抜く力を向上させ , 臨床実践にお い て
優れた看護技術を展開する能力を向上させ ると考える ｡
Ⅶ . おわ りに
20名の 熟練看護師 - の面接調査を通して , 臨床実践に
おける看護技術の 内容を明らか に した ｡ 本研究の 成果
は , 看護実践能力育成の ため の 基礎教育およ び継続教育
に様々 な視点をもたらすと考える ｡
今後は , 看護学生が ど の ような過程を経て , 臨床看護
師と して 本研究で明らか にな っ た看護技術内容を展開で
きるように なる の かを明らかに し, 看護基礎教育から継
続教育まで の 一 貫 した看護実践能力育成プ ロ グラ ム を作
成 して い きた い と考える ｡
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